令和４年度　権利擁護・虐待防止委員会の活動について（報告）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　美紀

　権利擁護・虐待防止権利擁護委員会は、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」が平成２４年に施行されたことを受けて、平成２６年度から委員会として活動を行っています。
　今年度は、各事業所に虐待防止マネージャーを配置し、各事業所から選出した委員とともに、研修や職員の自己点検チェックリスト、アンケートによる利用者満足度調査等をとおして、職員の意識改革、支援の質の向上、利用者の意思を尊重した専門性の向上等を目指した取り組みを行いました。また、身体拘束等の適正化のための活動については、指針の整備を中心に、各事業所のマニュアルの見直しや、身体拘束適正化についての研修を実施し意見交換を行うことでより理解を深める機会としました。マニュアルの見直し等についてはリスクマネジメント・防災対策委員会とも意見交換を行いながら見直しを行っています。
研修と利用者満足度アンケートについて報告いたします。
　研修は今年度もコロナの影響で全職員が集まっての研修は難しいとの話になり、リモートでの研修を検討することにしました。また、新任向けの研修も検討し、今年度は各事業所にて新任研修を行った後、全体研修を実施する流れにしました。全体研修では「福岡市障がい者差別解消条例における合理的配慮の提供について」向井理事長による講義を行いました。新任研修・全体研修共にアンケートを実施しましたので、次回の研修に活用し、今後もよりよい研修が開催できるようにしていきます。
　利用者満足度調査では、事業所用の利用者満足度調査と入所施設・GHの利用者満足度調査をそれぞれ作成し質問内容や言葉の見直しを実施しましたが、今回の満足度調査においても利用者に伝わりにくい文章や職員や保護者等が説明しても理解しにくい内容があるとのご指摘があり、引き続き利用者に伝わりやすい文章や説明方法等改善していきます。また、収集したデータは今までのデータと比較することで、改善が必要なところの見直し、改善方法等を整理しながら、よりよい支援につながるように活用していきます。
　事業所利用者満足度アンケートを載せていますのでご覧ください。

　
　

